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Abstract:　 This study describes the current situation and the change in business structure of airlines. First, in
passenger services, low-fare services which low-cost carriers (LCCs) offer have been increasing dramatically.
Second, airlines fragment passenger services and impose fees on each optional service, which is the so-called a la
carte strategy. U.S. airlines in domestic services and most of LCCs actively pursue such strategy. Third, airlines have
recently expanded new businesses and services, such as sales of Frequent Flyers Program (FFP) points, web site
retails, new frilled optional services, while they divested their non-core businesses including hotel business and
travel-related services in the 1980’s and 1990’s.
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2010 年度において 6％となっている。なお、大手 2 社の全











1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010
航空輸送事業 66.8 65.6 64.6 65.1 64.1 63.7 63.7 64.5 68.0 70.2 67.4 69.7
航空輸送事業その他 4.7 5.2 5.3 5.7 6.6 7.0 7.6 8.1 7.9 8.2 10.7 10.5
旅行事業 9.9 10.4 11.3 11.6 11.9 12.6 12.5 12.1 12.5 12.1 12.0 10.5
ホテル事業 5.6 5.7 5.4 5.2 4.9 4.6 4.2 3.9 0.0 0.0 0.0 0.0
商事物販 9.1 9.4 9.6 8.5 8.5 8.1 8.0 8.0 8.3 6.4 6.7 6.2















































JALPAK ならびに国内旅行を企画する JAL ツアーズの旅行
会社 2社をあわせた 2009年度の旅行取扱高は、国内第 8位


































空会社は、会員に FFP ポイントを付与する一方、FFP ポイ
ントに応じたコミッションを受け取ることなる。第二は、ポ
イント（マイル）の販売である。米国航空会社の FFPでは、
















































は、2001 年から 2011 年までの期間において、北米では 18
％から 30％、南米では 6％から 43％、欧州では 5％から 36
％、中東では 0％から 11％、アフリカでは 0.3％から 12％、
アジア・太平洋では 1％から 19％にそれぞれ上昇している



















イテッド航空の Ted、コンチネンタル航空の CALite、 US


























































4 easyJet/21% AirAsia X
5 Ryanair/21% United-Continental*
6 Tiger Airways/19% Allegiant
7 AirAsia Group/18% Alaska Air Group*
8 Flybe/17% Jetstar












は、17の航空会社のうち 15社は 1個目を 15ドルから 35ド







































































 Alaska $20/$20 $100 $25 $15/$15
 American $25/$35 $150 $100 $20/$20-$30
 Continental $25/$35 $150 $100 $20/$20
 Delta $25/$35 $150 $100 $25/$30
 United $25/$35 $150 $99 $20/$30
 US Airways $25/$35 $150 $100 $25-$35
LCC
 Air Tran $15/$25 $75 $39 $15/$0
 Frontier $20/$30 $50-$100 $50 $0/$0
 Allegiant $35/$35 $50 N/A $15/$0
 Jet Blue $0/$30 $100 $75 $15
 Southwest $0/$0 $0 $50 $0/$0


























































































とともに、ANA-Intercontinental あるいは ANA-Crown Plaza

























































































Airline Business (April 2010)、日本経済新聞 2009年 6月 12日な
どを参照した。
3）航空会社の出資比率は、エアアジア・ジャパンでは、全日空が
67％、エアアジアが 33％、Peach Aviationでは全日空が約 39％、
ジェットスター・ジャパンでは日本航空とカンタス航空がそれ
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遠藤　伸明
（東京海洋大学大学院海洋工学系流通情報工学部門）
要旨：　航空会社における事業構造の現状と変化について概観した。航空輸送事業においては、ローコス
トキャリア（LCCs：Low-cost carriers）が提供する低運賃サービスが増加している。また、航空輸送サー
ビスを分解し、それぞれのオプショナルサービスに料金を設定するアラカルト化が、米国航空会社の国内
線や LCC において進展している。非航空輸送事業では、ホテル事業などが大幅に縮小される一方、アラ
カルト化の下での新たな付帯サービスの導入、フリークエントフライヤープログラム（Frequent Flyers
Program、略して FFP）ポイントの販売、インターネット上での小売・販売など、いくつかの新たな事業・
サービスが拡大している。
キーワード：　アラカルト化、ホテル事業、LCCS、FFP、旅行サービス
